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専門家からの投稿 
日頃より AA にご協力いただいている AA の友人およびＡ類常任理事から投稿いただきました。 

メンバーやグループ、JSO に関わる貴重なご意見として耳を傾けたいと思います。 

 

AA について思うこと 

Ａ類常任理事   

ふじおかじゅんこ 

 

 Ａ類常任理事藤岡です。ＡＡとＪＳＯに関わらせてい

ただくようになってから、１年半ほどたちます。通常の

ミーティングに出ているわけではなく、私の経験は、定

期の常任理事会出席、２回の全国評議会出席、そして何

回かの各地でのフォーラムへの参加くらいですので、限

られた私見になることをご容赦ください。 

 ＡＡとＪＳＯでのこの１年半の経験を振り返ってま

ず私の頭に浮かぶのは、今年の全国評議会のことです。

常任理事会の業務遂行について多くのご批判をいただ

き、最終的には、常任理事のうちの一人に不信任が下さ

れました。喧々諤々と論じ合い、一時は感情的になって

声を荒げる人が出るような場面もありましたが、結果と

しては、各自が自身の責任を自覚し、全体としてよい方

向に進もうという雰囲気になったことは素晴らしいこ

とと感じました。 

 以前を知らないのにこのようなことを申し上げるの

は僭越なのですが、ＡＡはともかく、ＪＳＯは、日本社

会同様に、ちょっとした曲がり角を迎えているのかもし

れないと思っています。１２ステップや１２の伝統とい

ったＡＡの原理原則はこれまで以上に大切になってく

るでしょうが、日本社会の中に組み込まれているＪＳＯ

には、どうしても別の側面が要求されるようになってき

ていると思われます。すなわち、ＪＳＯは、現在ＮＰＯ

法人としての顔も持つようになっているということで

す。ＮＰＯ法人となることは、社会的な信用を得て、「契

約」ができるようになったという面では意味があること

は言うまでもありません。とはいうものの、任意団体で

あれば、メンバーの意向を中心に据えて、これまで通り

に運営できるでしょうが、ＮＰＯ法人になることで、国

の認可基準を満たすということが必須になります。もっ

と端的に述べれば、金銭の管理です。これまでは、メン

バーの献金によって維持・運営されているのだから、メ

ンバーが納得さえすれば、どのように使おうと、どのよ

うに収支を記載しようと、ある程度自由でした。そうい

う意味では、仲間の信頼にこたえる形で、会計は処理さ

れてきています。 

みなさんご存知のこととは存じますが、ＮＰＯ法人に

はかなり規制があり、特に会計処理は相当大変です。実

は、私は別のＮＰＯ法人を立ち上げたのですが、会計処

理があまりに煩雑で、ＮＰＯ法人の旗を降ろして、以前

のように任意団体として活動していくことに決定した

という経験があります。ＮＰＯ法人は、例えば、介護事

業に民間が参入し、利潤を追求するわけではないが、一

定の収入を得て運営するという場合には、かなりのメリ

ットがあります。事業を行う契約ができるからです。そ

の代わりと言ってはなんですが、収支を明確にする決算

書類の提出が必要なわけです。ところが、ＪＳＯは、Ａ

Ａメンバーの献金で成り立っており、出版といっても主

としてメンバーが対象であり、目的は「アルコール依存

からの回復を望む仲間」を支援することですから、ＡＡ

メンバーの意識としては、自分たちの献金をどのよう 

に使うかは自分たちの自由、つまり家計なわけです。

しかし、ＮＰＯとしてのＪＳＯは、日本社会に対しての

責任も負うので、家計ではなく、会社の経理あるいは公

の経理にならないわけにはいきません。 

前述の常任理事の不信任には、長く事務を担ってきた

方々の待遇に関する意見の相違も一つの伏線としてあ

ったような印象を持っています。なかなか申し上げにく

いことですが、よき時代の会計処理は、家計で十分でし

たが、ＮＰＯ法人としてのＪＳＯは、社会に対しては、

それでは通らない状態になっています。以前の会計処理

は、ＮＰＯ法人としては不十分なものであったと言わざ

るを得ません。私が加わった時点での常任理事会は、な

んとか家計簿をＮＰＯ法人としての会計処理にしよう

と粉骨砕身していたと理解しています。新しい所長さん

などが次々と退職されたことの原因が、常任理事が職員

を尊重しないことにあるかのような誤解を与えていた

のではないかと懸念しているのですが、私の理解する限

りでは、会計処理を中心としてＮＰＯとしての体制を整

えようとする常任理事会の意図と職員およびＡＡメン

バーの方々との間で現状の理解と方向性についての不

一致があったと見ています。そのことが不信任という結

果の一因にもなったとすれば、きちんと説明できなかっ

たことに対して、常任理事会の一員として責任を感ぜざ

るを得ません。とはいうものの、ＮＰＯ法人としての会

計の体制を整えようという常任理事会の方針そのもの

に問題があるようにも、私には思えません。 

ただ、常任理事会も、私もその一員として、ＪＳＯと

ＡＡの置かれている状況をメンバーにきちんとお伝え

することができないままに、ＮＰＯ法人としての体裁を
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整えるという目標に向かって、結果を出すことを急ぎす

ぎたということを反省する必要があると考えています。

私の印象では、常任理事の皆さんは、チョーが付くほど

真面目な方々で、「よかれ」と思うと、まっしぐらで、

ふと気が付くと周りにはあまり人がついてきていない

というような感じもあるやに思えます。意図は善良で、

方法もＯＫなのですが、ちょっとはまり込むというか…

…。一つ一つを見ると「正しい」のですが、全体として

見るといつのまにかバランスを欠いてしまっている、そ

んなことにもなりかねません。そういう常任理事会のあ

り方に対するＮＯを一人の常任理事が代表で引き受け

てくださったと、私は理解しています。 

ＡＡは、血はつながっていなくても、みな「仲間」あ

るいは「ファミリー」である、すなわち一人一人の存在

と感情と考えが大切という集団だと思います。しかし、

ＮＰＯ法人あるいは社会的組織となると、一人一人の顔

は軽視され、組織としての説明責任を求められるように

なります。この二つの側面を一つの在り方の中にまとめ

ていくのは、実はそれほど簡単なことではないかもしれ

ません。少なくとも、これまであまり意識されていなか

った側面を自分たちの組織の中に取り入れていかなけ

ればならないのであるとすれば、急ぎすぎることなく、

たとえ時間がかかってもメンバーでじっくり話し合っ

て、ゆっくり方向性を決めていくことが大切なのだなと、

今回のことで学ばせていただきました。 

 

 

ＡＡメンバーのみなさまへ 

大阪、新阿武山クリニック 

精神保健福祉士 

 西川京子 
 

 突然ですが、ＡＡの活動を敬愛し、感謝している部外

者としてお便りします。 

 先日、キリスト教会の数名の牧師さんたちと雑談をし

ていました。そこで、日本のＡＡのメンバーの皆様にお

伝えし、お考えいただく必要があると思うことを耳にし

ましたのでお便りいたします。 

 「ＡＡに教会の会堂をお使いいただいているが、使用

された翌朝は、お菓子のかけらなどが落ちているもので、

まず掃除です。教会の運営費が乏しいので、夏は扇風機、

冬は小さな電気ストーブを私は使っているのですが、Ａ

Ａの皆さんはミーティングのたびに、夏も冬もエアコン

をフル稼働です。使用料を月に 2,000 円と提案したとこ

ろ、1,500 円しか出せないと言われ、貧しいのだと理解

し 1,500 円にしました」と。そのミーティングは毎週開

かれており、平均５名～10 名の参加だそうです。 

他の牧師さんは「以前、教会の会堂をＡＡにお使いい

ただいていたが、教会堂の敷地内の空き地に「立ち小便」

をする人がいて、結局使用を断りました」と話されまし

た。 

 このお話しをお聞きして、最近、他の自助グループの

メンバーが、教会から使用を断られ、ミーティングの会

場探しをしている話を聞いたのを思い出しました。これ

が教会の都合によるものか、教会の好意でミーティング

会場として使用してきた自助グループの常識のなさや

マナーの悪さによるのかは判断できません。でも、牧師

さんたちが小声でこぼしたような事実がある以上、今後、

現状のままであれば、自助グループの教会堂の使用が困

難になるであろうことは推測されます。 

 ＡＡメンバーの方にこの件でご意見をお聞きしてみ

ました。30～40 名のミーティングでも献金が 1,000 円

未満のことも珍しくないとお聞きしました。平均 20～

30 円という献金額には驚かされました。ミーティング

の場面を思い出しますと、みなさん 120 円～150 円の飲

み物を前において座っておられます。「酒を断ち、命と

人生を取り戻す」ために不可欠なミーティングを維持す

る献金が１本の飲み物代金の５分の１とは理解に苦し

みます。 

 ちなみに、ＡＡ同様に「酒を断ち、命と人生を取り戻

す」ことに取り組んでいる組織の１カ月の会費は 2,000

円前後です。 

 アルコール依存症の回復とは単に酒を断っている時

間の長さではなく、身体的、精神的、社会的、霊的にバ

ランスのとれた新しい生き方ができるようになること

とされています。今回、話題にしたことは一部のメンバ

ーのことかもしれませんが、「ＡＡメンバーは……」と

判断されます。ＡＡメンバーのみなさまが回復を進める

中で社会的バランスのとれた生き方を深められること

を願い、祈ります。 

 

 

ＮＰＯ法人理事長就任にあたり 

特定非営利活動法人ＡＡ日本ゼネラルサービス 

理事長 糟谷 聡 

 

 今期より特定非営利活動法人ＡＡ日本ゼネラルサー

ビス理事長に就任いたしました糟谷と申します。法人運

営を行うのに必要な役割ということで、常任理事会での

話し合いの結果、私が選出されました。任期は２年（再

任は妨げない）となっています。とはいえ、ＮＰＯ法人

や法人理事についてほとんど知識のない自分にとって、

日を追うごとに、「大変な役割引き受けてしまったもの

だな」と感じているのが現状です。 

 ＡＡのゼネラルサービスの一部が法人化されて、数年

が経過いたしました。ここで、もう一度ＮＰＯ法人とい

うものをじっくり立ち止まって見直していきたいと思

っています。 

 まず、ＮＰＯ法人ってなに？ 

Non-Profit Organization の略で｢非営利組織」または

「非営利団体」のことを指します。 

不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することが

求められており、また会員の資格制限や情報公開など、

公益性重視の観点から規制が設けられています。 

 では、ＮＰＯ法人にすることによるメリットは？ 

１：契約の主体になれる。 

団体名でさまざまな契約行為ができるため、事務所

を借りたり、物品を購入したり、リース契約ができ

ます。また、団体名で銀行口座が持てるので、個人

と団体の資産を明確に分離させることが可能にな

ります。契約に伴うリスクは、団体の資産の範囲内

で負うに留まります。 
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２：代表者の交代が円滑になる。 

ＮＰＯ法人は、団体が資産を保有できるため、任意

団体のように代表者交代のたびに各種資産の名義

変更をする必要がなく、円滑に代表者を交代させる

ことができます。任意団体では、代表者が死亡した

場合には、その資産は代表者の家族が相続すること

となり、団体の資産が消滅してしまう恐れがありま

すが、法人化することにより、団体の資産をそのま

ま団体に残すことができるようになります。 

３：従業員を雇う(任意団体でもある程度可能ですが) 

ＮＰＯ法人は、各種活動を行うために必要な職員を

雇用することができます。例えば、事務を行う職員

に、きちんとした給料や報酬を払うことができます。

もちろん、厚生年金や健康保険、雇用保険にも加入

できます。そのため、ボランティアだけに頼らない

組織的な活動ができるようになるほか、雇用の受け

皿としての社会的役目を務めることもできます。 

４：社会的信用が高まる 

法人設立により、権利・義務の主体が明確になるた

め、各種取引における信用が高まるのはもちろんの

こと、政府の認証を受けたＮＰＯ法人ということで、

国家のお墨付きということとなり、組織内容や活動

内容においても高い信用を得ることができます。 

それ以外にも、資産の保持や税制面でのメリットもあり

ます。 

ＮＰＯ法人のデメリット 

１：厳正な事務処理が必要 

経理は、正規の簿記の原則に基づいて処理を行う必

要があります。（明確な会計基準があるわけではあ

りませんが） 

２：税務申告義務がある 

出版事業は収益事業として、法人税の対象となりま

す。 

３：情報開示が必要 

毎年、事業報告書や収支計算書などの資料の備え付

けと、その資料の情報公開が義務づけられ、今まで

は表に出さなかった書類も万人に閲覧されること

になります。 

４：残余財産の帰属先 

解散時（所轄庁の認定取り消しや総会の決議の結

果）残余財産の譲渡先を任意で選ぶことができませ

ん。 

また、法人を構成する会員（社員）は法人の目的に

賛同する個人および法人を原則入会承認せざるを

得ません。 

 このような現状をふまえ、今後のＡＡサービスを充実

させていきたいと思っています。まだまだ分かりにくい

点が多くあるかと思いますが、多くの仲間のご意見をお

寄せいただき、ご協力いただけますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

「関東甲信越地域春季ラウンドアップ in 白樺湖」 

を終えて 

関東甲信越地域ラウンドアップ委員   

白樺湖ラウンドアップ実行委員長 

                     ゆう 

 

2011 年５月 27～29 日にかけて、『関東甲信越地域春

季ラウンドアップ in 白樺湖』が開催されました。 

今回の白樺湖ラウンドアップの特徴は、主催が地区と

地域の共催ではなく地域のみだった、ということです。 

手元の資料を見ると、平成８年(1996 年)以降、15 年間

に渡り各地区がラウンドアップ実行委員会を担当して

きました。 

もっともそれ以前はＪＳＯや地域委員会、または地域

ラウンドアップ委員会が主体だったそうですが、当時の

地域委員会で協議され、現在に至るまで約 15 年間、各

地区持ち回りのかたちを取ってきました。 

ところが去年（2010 年）の夏を過ぎた時点で、来年

（2011 年）の春季ラウンドアップの開催地区が決まり

ませんでした。当時のラウンドアップ委員（僕を含め３

名）で話し合ったことは、「開催地区が立てられないな

ら１年に１度のラウンドアップではどうだろうか」とい

うことと、「地区が見つからないなら地域主体でやって

みようか」ということでした。 

そこで夏から秋にかけて、地域ラウンドアップ委員会

に、過去に地域主体のラウンドアップあるいはＪＳＯ主

体のラウンドアップの経験があるオールドタイマーの

方をお招きして当時の話を聞いたり、前ラウンドアップ

委員の先輩方のアドバイスを受けたり、また地域サービ

ス経験が豊富な方たちの意見を聞いたりしました。 

結局決まったことは、「地域主体でラウンドアップを

やってみよう」でした。 

さっそく地域委員会や口コミ等、さまざまな方法でラ

ウンドアップ実行委員会への参加を呼びかけました。新

しい仲間やラウンドアップ未経験者大歓迎、やる気のあ

る仲間大歓迎、で昨年 11 月 28 日に地域ラウンドアップ

委員会を迎えました。 

そこには数名の実行委員希望者が集まってくれまし

た。 

 感激で涙が出る思いでした。 

12 月から実行委員会が本格的にスタートし、回を重

ねるごとに、募集を聞いた仲間たちが集まってきて、実

行委員のメンバーが増えていきました。 

ただラウンドアップ開催日が 2011 年５月末に決まっ

ていたので、年が明けて僕たちに残された時間はすでに

半年しかありませんでした。半年でどこまでできるだろ

うか……という不安は正直ありましたが、実行委員会を

重ねるごとにその不安は消えていきました。 

というのは、集まってきた仲間と同じ目的に向かって

同じ時間を過ごし、信頼関係が深まるにつれて、「この

仲間たちとだったらどんなことも乗り越えられる！」と

いう気持ちが僕の中に強く湧き上がってきたからです。 

ところで僕個人の話をしますと、３年前に石和ラウン

ドアップで一度実行委員会を経験し、昨年から地域ラウ

ンドアップ委員になり、千葉御宿ラウンドアップと南多

摩（八王子）ラウンドアップを経験しました。しかし御

宿は地域ラウンドアップ委員になったばかりで、ラウン

ドアップ委員がどんな活動をするのかさえわからず、前

任のラウンドアップ委員のあとをオロオロとついて歩

くだけでした。南多摩ラウンドアップのときは、何度か

実行委員会に足を運び、自分にわかる範囲で相談に答え
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たり資料提供したり、当日は多少ばかりのお手伝いをし

ました。その他の活動としては白樺湖以後のラウンドア

ップ開催候補地へ地区委員会の参加をし、開催立候補の

要請等、通常のラウンドアップ委員としての活動をして

きました。 

今年になって前任の仲間が任期を終えて、今年は自分

がラウンドアップ委員の主体となるわけで、いろいろ考

えては重圧に苦しんだりしていました。 

話が横道にそれましたが、そんな中での白樺湖ラウン

ドアップ実行委員会のスタートだったので、呼びかけに

仲間が集まってきてくれて本当に嬉しかったです。 

 みんながそれぞれ役割を持って活動し、報告し合い、

話し合って決定し、だんだんと白樺湖ラウンドアップが

形を見せてきました。 

 今回は企画係をラウンドアップ実行委員会初参加の

二人が担当しました。このことが何より最大の成果であ

ったと思います。各自、仕事があるにもかかわらず、夜

遅くまで知恵をしぼり、どんなラウンドアップにするか

企画を立て、ミーティングの前後に二人で相談したり意

見をぶつけ合ったりしたそうです。初めて試みた企画も

多数ありました。シニアミーティング、概念ミーティン

グ、ラウンドアップオリエンテーション等々。結果は大

好評でした。 

 今回のテーマは『気楽に仲間とＡＡざんまい』という

ことで、各種ミーティング等盛りだくさんで、来てくだ

さったみなさん、楽しんでＡＡざんまいできたのではな

いかと思います。 

 また今回は、二日目の午後にコンベンションホールに

て、長野県立こころの医療センターの院長である樋掛先

生をお招きし、「医師の立場から見たＡＡまたはアルコ

ール依存症」という内容で講演をしていただきました。

当日は同センター看護士長の寺沢様、ソーシャルワーカ

ーの武川様にもお越しいただき、会場には相当数のメン

バーやご家族の方が聞きに来てくれました。樋掛先生の

講演のほか、入院中に先生にお世話になった長野の仲間

に当時の話をしてもらったり、質疑応答の時間等も非常

に盛り上がりました。 

それからレクレーションとしては、ハイキング、ソフ

ト、テニスの企画があり、各係の仲間が事前調査、会場

おさえ、備品の段取りを一生懸命しました。残念ながら

当日は天候があまり良くなく、ソフトとテニスはほとん

どできませんでした。しかしハイキングは予定通り決行

し、後日には山で撮った写真を見せてもらい、ラウンド

アップを満喫してもらえたことがすごく嬉しかったで

す。 

ラウンドアップ当日、ある意味では主役は会場係なの

かもしれません。会場係リーダーは、ラウンドアップ実

行委員会初参加の女性メンバーが担当し、経験ある心強

い男性の仲間たちが脇を固め、活躍してもらいました。 

そして忘れてならないのは長野地区の仲間です。今回

ラウンドアップが長野県の白樺湖で開催すると決定し

たときから、何度か長野地区を訪れ、仲間を通じて協力

を呼びかけました。そして当日は「ようこそ長野へ」と 

いう枠を、二日目の朝から夕方までは各種ミーティン

グの会場係を快く引き受けてくださり、地域と長野地区

のコラボレーションができたことは本当に感謝です（長

野地区のみなさん、ありがとうございました）。 

他に目玉企画として、ラッフルやフォークコンサート

もあり、ロックやフォークや爆笑トーク、中でも仲間の

フラメンコ披露は拍手喝采でした。さらに温泉は 24 時

間入浴可、カラオケはたっぷり堪能でき、白樺湖ラウン

ドアップは本当に盛りだくさんだったと思います。 

さて、地域主体で実行委員会を立てた部分で、例年と

は大きく違う面がありました。それは実行委員会のメン

バーがグループも地区も全然違う、ということです。こ

のことは本当に素晴らしい経験になりました。地理的な

理由で普段あまり同じミーティングに出る機会のない

仲間が、実行委員会として半年のあいだ、一つの目的に

向かって活動するというのは本当にすごいことで、はじ

めは緊張したり照れたりしていましたが、当日が近づく

につれ、遠慮もなくなり（笑）、真の友情が芽生えまし

た。この滅多にない機会を与えてくれたハイヤーパワー

に感謝です。 

それから、陰で実行委員会を支え手伝ってくれた多く

の仲間、ありがとうございました。 

最後になりましたが、白樺湖ラウンドアップに来てく

れたＡＡの仲間たち（他地域からもたくさん参加してい

ただきました）、家族の方々、医療関係のみなさま、行

政関係のみなさまに心からお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 発行が遅れ、みなさまに

はご迷惑をおかけしました

が、メンバーシップサーベ

イ 2010年版が完成いたしま

した。 

 ご活用いただける方は、

ＪＳＯまでご連絡ください。

（Ａ４サイズ両面コピーを

二つ折り/青色紙に黒字印

刷）。ホームページからもダ

ウンロードできます。（トッ

プページ＞ＡＡニューズレ

ター） 

 無料ですが、必要な数だ

けご注文いただくようお願

いいたします。 

 なお、今回はＪＳＯで印刷しているため、過去のもの

より品質が劣ります。諸経費削減の折、ご理解いただけ

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 

ＡＡメンバーシップサーベイ 2010版完成 
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